
里 石 養 色 場

。ドジョウ養殖試験

試験目的

養殖用種苗を人工的K安定生産しドジョウ養殖の確立をはかるとともに.養成用餌料の検定をなとな

い経済性の向上をはかる。

E 試験内容

1. 試験期間 昭和 45年 6月-12月

2 試験場所 黒石養魚場

3. 試験担当者 黒石養魚場長山形 実

技師清藤 武

業務員瀬川徳次郎

4， 誌験項目

(1) 種苗生産試験

(2) 餌料の検定

(3) 換水量試験

5. 試験方法

(1) 種苗生産試験

コンクリ ト池を用いて天然産卵促進，抽出ホノレモン投与による産卵誘発.人工採卵ふ化後放

養の三方法について比較した。

(2) 餌料の検定

魚粉・米糠・生鮮魚なよびイーノレフードの比較と季節別給餌の良否tてついて検討した。

(3) 換水量試験

流水量によってドジョワの収容量v<こ変化を与えるととが出来るかどうかについて検討した。

E 試験結果

1. 種百生産試験

第 1表に示すとなり天然、産卵促進では 5.5尾/m'，ホノレモン投与による誘発では2.5尾/m'，人

工採卵では 2.8尾/伊の生産をちげるととが出来た。
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第1表種百(稚魚)生産方法の上撤

!抽出ホノレモンによる産卵 人工採 !'ls 
産 方 法 天然意卵促進誘発(ゴナトロヒ。ン (ゴナトロピン

5 0 U/尾) 100U/尾)

池 の種類 コンクリート コンクリート コンクリート

面 積(m>) 6.0 6. 0 6. 0 

年 月 日 6.29'70 6.29'70 9.30'70 

♀ 1.う 1. 5 
基準(尾/伊) 1 6.2 

3 う う

♀ 9 9 
尾 数(尾) 9 7 

3 30 3 0 

♀ iう.5 1 6. 4 
平均全長(仰) 4. 6 

3 9.0 9.0 

平 1 9.8 2 2.4 
平均体重 (rl) O. 7 

3 3.0 3.0 

月 1 2 1 2 1 2 

取上げ重量 ( K9) 0.1ラ9 0.04 8 0.09 0 

全尾数 (尾) 3 3 1 5 1 7 

尾 数(尾/伊) 5.う 2. 5 2. 8 

平均 全長 (cm) 9.7 8. 2 9. 9 

体重(fj ) 4.8 3. 2 5. 3 

重量(K9) 。 。 。
残 量

尾数(尾) 。 。 。
重 量(K9) O. 1 5 9 0.04 8 0.09 0 

尾数(尾) 3 3 1う 1 7 

生産多m' 重量(fj ) 2 7 8 1 5 

尾数(尾) う.ラ 2. 5 2.8 

2. 餌料の検定

従来の乾燥餌料(魚粉・対句棄)生鮮魚を加えると増重に有効性が認められるほか餌料費の軽減に

も在る。ウナギ用ペレット(イーノレフード)は鐸料としては効果的であるが餌料費が高くつ〈

(第2表)

-263-



第 2表餌料比較試験

1 
時期別給餌一10給餌 乾 燥+鮮魚餌料 ペレット

一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一 ー一一一一一一一一一 一一ーー一一『

魚粉手米糠 魚粉=会米糠 魚粉または鮮魚 2: クナギ用

!区 分 1 1 米糠 1の割合で体重 ペレy ト魚粉→体重×ー 6-8月→体重×ー
20 10 

の110 
1 

1 2 魚体重のー
米糠→体重×-20 9_10月→体重×ー 10 

25 

魚粉I鮮21218魚02|1米40剖様O 
ウナギ用

給 餌 量 (事) 5295 I 5295 5496 う4% 68∞ ペレ y ト

1 0 5 90 1 099 2 1 2 1 2 9 3 8 0 

給餌 回数 (日) 1 1 9 1 I 9 I 1 9 1 1 9 

池(コンクリート)面積例 6 6 6 6 

数(尾)
開企台a 281 281 2 8 1 28 1 I 

尾
終Ya' 2 7 1 9 8 217 24 3 

開始b 900 900 9 00 900 
重 量 ('11 ) 

終了b' 2 50 16 00 1 92 0 2 000 

平均全長(側)
開始巴 9.1 9. 1 9.1 9.1 

終了c' 1 2.06 1 1. 6 1 1 1. 3 9 1 1. 3 8 

開始d 3. 2 3.2 3.2 3.2 
平均体重 ('11 ) 

終了d' 9.3 5 8.0 7 8. 8 5 8. 2 3 

不 明 尾数(尾)e 2 2.9 54 5 7 

測定除去尾数(尾 )f 2 5 2 9 59 3 1 

|尾数(尾)g 3 2 2 2 1 2 7 5 2 73 

総生産 I重量 ('11 ) h 2 99.2 1 7 8 3.5 2 4 3 3.8 2 2 4 6.8 

増 肉 係 数 1 中 1う.7 1 1. 8 8.ラ

増 量 率 1 1.98 2. 7 0 2.50 

生産餌料費i予~(体重) 2 62. 0 2 3 5.4 5 0 1. 0 
l-園田

g=  a' + ( f一三x1 00 ) 
a 

h= g xd' 

EE
豆
一

b

餌
一
一

給
一
一
V

h J=τ 
魚粉: 60 円/~ 対嚇.2 5円/K9 ウナギ用ベレ 7 ト: 1 2 0円/K9 鮮魚:50円/均

3. 換水量詞験

養殖池の中層を利用する魚種(例えばニジマス・コイ)の場合には流水量を多〈するととカ収容

量の増大となるが，底面を主として利用するドジョワの場合は必ずしも流水量が収容量を規制する

要因(許容範囲内で)とはなら左いと思われる(第3表)
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第 3表換水量比較試験

換水・水深区分 7 .t/m i n 7 O.t/m i n 
水深20cm 水深 4Oc沼

池(コンクリート)面積(柑) 1 8 2 3 

給 餌 日 数(日) 1 1 9 1 1 9 

給 餌 基 準(%) 0.1/日 0.1/日

給 餌 量 ( CJ ) 1 9， 8 2 5 I 1 9， 8 2 5 4 5， 6 3 3 I 4 5， 6 3 3 

3 9，65 0 9 1，26 6 

放 養 基 準(9/制 ) 150 3 0 0 

開始 a 844 2 1 5 6 
尾 数〈尾〉

終了 a' 439 1 3 8 7 

開始 b 2 700 690 0 
重 量 (CJ ) 

終了 b' 2 9 1 0 7 9 5 0 

開始 e 9. I 9. 1 
平均全長(cm) 

終了 c' 10.8 3 1 O.う9

開始 d 3.2 3.2 
平均体重(CJ ) 

終了 d' 6.6 3 5.7 3 

不 明 尾 数(尾)e 34 7 65 8 

測 定 除 去 数 (尾)f 5 8 1 1 1 

尾 数(尾)g 
総生産

473 1 46 4 

重 量(9) h 3 1 3 6.0 8 3 8 8.7 

増 肉 係 数 i 1 8 8.8 86.9 

増 量 率 j 1. 1 6 1. 2 2 

W 今後の課題および考察

産卵の一層の促進をはかるために産卵K最も適する条件を見出すとと，また餌料については乾燥餌料

K生鮮餌料を加える ζ とによって増量に効果を上げるとともに波及的に経済性を向上させるととが必要

である。
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卵，稚魚の生産配付及び指導

I 卵，稚魚の生産，配付

生産，配付状況

瓦守主1.マ コ. イ イ ロ ゴイ ニ ジ マス

採 Jis 数 422万粒 1 3 7万粒 6万粒

ふ 化 率 70% 6 5% 5 5% 

卵 配付数 3 4 7万粒 122万粒 2.5万粒

稚魚配付数 3 6.79万尾 2.9 1万尾 2 0 0尾

E 養魚指導

指 導 件 数

子式 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 2 3 言十

コ イ う 4 6 6 2 5 。 3 3 

て'T ス 。 2 2 2 。 2 3 2 5 2 1 

その他 。 。。 。 。。 G 3 7 

言十 2 6 う 8 9 5 8 4 3 9 6 1 

E 参観者

延 5，000人

W 今後の問題点

1. 農業用水を使用しているためK水湿の変化が激しく.また採石，降雨による濁bが魚に惑い影響

を与え，良質の卵.稚魚を生産するのに支障をきたしている。

2. 梢乍転換に伴い養魚を希望する農家が増え.当場の生産量だけでは需要K応じきれ左い。今後は

民間の種苗生産業者を育戒する必要がある。
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